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今 年 の 梅 雨 は 短 期 間 で 終 わ り ま し た が 、 雨 が 降 り 続 い て い ま す 。 長 雨 な ど も

予想されてお り、み なさまが安全 に過ご されることを 祈念し ております。  

現在会員登録数 3,804 人さま。次号は８ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

貸切の大阪モ ノレー ル車内で「おはな し会 」を楽しみ、彩都の 会 場で「パネル

シ ア タ ー 」 を 観 て い た だ く お 子 様 向 け の イ ベ ン ト で す 。 ５ 歳 か ら 小 学 ３ 年 生

ま で の お 子 様 と 保 護 者 、 あ わ せ て １ ２ ０ 人 を 募 集 し ま す 。 今 年 の 定 員 は 例 年

の半分にして います 。開催は９月 19 日（月・祝）で、参加 費は ひとり 500 円

（大人・子ど も同額 ）です。申込 締切は ９月１日（木 ）必着 。詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail 

 

●「第 39 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 を 対 象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト で す 。 構 成 、 時 代

な ど テ ー マ は 自 由 で 、 子 ど も を 対 象 と し た 未 発 表 の 創 作 童 話 、 創 作 絵 本 を 募

集しています 。締め 切りは 10 月 31 日（月）です。詳 細は↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#39boshu 

 

●  新しい出版物の 販 売を開始しま した  

『報告集「シ ンデレ ラ話の多様な 世界を 楽しもう」』  880 円  

  2021 年に開催した 横川寿美子さ んの講 演会の報告集 です。  

『報告集「しかけ絵 本 に驚く、楽しむ  イギリスの歴史か らはじ めて」』1430 円  

 2020 年に開催した 三宅興子さん の講演 会の報告集で す。  

『大阪国際児 童文学 振興財団研究 紀要』 第 35 号  1650 円  

 朱自強さん の第 18 回  国際グリム賞受 賞 記念講演録も 掲載さ れています。  

詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail
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●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 は 、 子 ど も の 文 化 を 振 興 し 、 子 ど も と 本 を つ な ぐ 活 動 を 充 実 さ せ る た

め に 活 動 し て い ま す 。 そ の 活 動 を よ り 充 実 さ せ る た め に 、 皆 さ ま か ら の ご 寄

付を継続的に 募って います。クレ ジットカ ードもご使用 可能で す。ぜひ、ご 協

力くださいま すよう お願いします 。  

年間１万円以 上のご 寄付でイイク ロちゃ んグッズをプ レゼン トしています 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ひろしまの 満月』  中澤晶子 /作  ささ め やゆき /絵  小峰書 店  2022年 6月  

対象年齢：小 学校低 学年から  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：誰 も住ん でいない家の 庭のす みに住んでい たかめ が、その家に 引

っ越してきた 小学２ 年生のかえで ちゃん に出会って、 むかし のことを思い

出し、かえで ちゃん に語る。それ は、お 寺の池に住ん でいた 子亀が、中学

生のみのるく んによ ってお弁当箱 に入れ て家に連れて いかれ 、そこで、み

のるくんの妹 のまつ こちゃんと出 会い、 友だちになる 。そし て、みのるく

んが原爆で命 を落と すという内容 だった 。  

 

Ｙ：今の低学 年の子 どもに向けた 「戦争 」を伝える文 学作品 が出ました。  

Ｔ：「わたしは 、か め です。/「つるは 、千年 。かめは 、万年 。」/つ るは長生き、

かめはもっと 長生き、といういみで す。」（ p.2）から始まる昔話的 というか、

メルヘン的な 仕立て になっていま す。かめ は満月の夜、涙 を流し ながら「み

の る く ん 」 と 言 っ て 人 間 の 言 葉 を 話 す こ と が で き る よ う に な り ま す 。 こ の

作品は、それ はどう いうことだっ たのか を知る物語で す。  

Ｙ：か めは、今、ひっ こしてきたば かりの かえでちゃん と、過去 の仲良しのま

つ こ ち ゃ ん を 重 ね て ま つ こ ち ゃ ん と の 思 い 出 を 語 り ま す 。 読 者 は 、 か え で

ちゃんの視点 でかめ の話を聞きま す。  

タイトルには「ひ ろ しま」とあります が 、作品の中で 、「ひろ しま」が出て

くるのは、全 62 頁の 14 頁になってか らと あとは 52 頁だけです 。  

Ｔ：「ひ ろしま 」が最 初から何度も 出てく ると、土地 にまつわ る伝説を聞く よ

う な こ と に な る け れ ど 、 場 所 の 設 定 が な い 中 で か め の 物 語 を 聞 く こ と で 、

普遍化されま す。  

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｙ：誰もが「わたし ご と」として 聞くという ことですね 。中澤さん の『ワタシ

ゴト 14 歳のひろし ま 』（さ さめやゆ き /絵  汐文社  2020 年 7 月）とのつな

が り を 感 じ ま す 。 両 方 の 作 品 か ら 、 今 の 子 ど も が 戦 争 を 自 分 の こ と と し て

考えることと 、語り 継ぐことの大 切さが 伝わります。  

Ｔ ： 低 学 年 ぐ ら い の 子 ど も に 戦 争 を い か に 伝 え る か と い う の は 、 作 家 に と っ

て も 、 児 童 文 学 全 体 に と っ て も 大 き な 課 題 で す が 、 こ の 作 品 は そ の 一 つ の

ありようを示 した作 品としてすば らしい と思います。  

Ｙ ： 具 体 的 な 事 象 の 重 な り 、 お 弁 当 箱 の 中 に 入 れ ら れ て か め が 目 を 回 す な ど

の ユ ー モ ラ ス な 部 分 、 お 弁 当 箱 や 制 服 の 陶 器 の ボ タ ン な ど の モ ノ の も つ 具

体性など、低 学年の 子どもに伝わ る工夫 が凝らされて います 。  

Ｔ ： ユ ー モ ラ ス な 部 分 と い え ば 、 お か あ さ ん が み の る く ん を 探 し に 行 っ た と

き の ま つ こ ち ゃ ん を 「 ひ と り で だ い じ ょ う ぶ だ っ た ？ 」 と 心 配 す る か え で

ちゃんに、かめが「 ひ とりじゃあり ません、わたしがいま した」と いうとこ

ろ（ p.45）もおかしか ったですね。満月 の魔 力も、月明かりで 薄明 るい夜の

よ う な 青 を 基 調 に し た 装 丁 も 、 さ さ め や さ ん の 親 し み や す く て 心 に 訴 え る

挿絵も心に残 りまし た。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 83 回「泉ある家」  

 〈息を呑む音〉が悲しく聞こえる  

 

宮 沢 賢 治 の 作 品 に は 、 童 話 や 詩 と な ら ん で 、 小 説 風 の 短 編 が い く つ か あ り ま

す。本作「泉 ある家 」は、そうし た作品 の一つです。  

 

郡 か ら 土 性 調 査 を 頼 ま れ 、 盛 岡 か ら 山 奥 へ や っ て 来 た 富 沢 と 斉 田 は 、 一 日 の

作業を終え、鉱山で聞 いた宿を探し て泉の 側にやってき ます。泉 では、恩給を

も ら っ て い そ う な 古 い 役 人 風 の 老 人 が 蕗 を 浸 し て お り 、 た ず ね る と 老 人 の 家

がその宿屋で あるこ とがわかりま す。  

 

宿には、その 老人と二 十歳くらいの 娘が住 んでおり、富 沢たちは（この家はあ

の お じ い さ ん と 今 の 女 の 人 と 二 人 切 り な よ う だ な 。）（ あ の 女 の 人 は 孫 娘 ら し

い。亭主はき っと礦 山へでも出て いるの だろう。） などと話 し ます。  

 

食事も済み、夜も 更け 、二人が疲れてう とう としていると、台 所の 方で三、四

人の声ととも に、強い 老人の声で〈 ダーダー ダーダーダー スコダ ーダー〉と剣

舞 の 囃 し が 聞 こ え 、 驚 い て 目 を 覚 ま し ま す 。 声 の 主 が 先 ほ ど の 老 人 な の か ど

うかはわかり ません 。 30 代と思しき男の 声と、先の娘 らしき 声に混じって 、

〈心配そう〉 に〈息 をこくりとの む音〉 が近くにしま す。  

 

や が て 静 か に な り 、 ふ た た び 富 沢 た ち が 微 睡 ん だ と き 、 表 の 扉 を 酔 っ ぱ ら い

が烈しく叩き、ま た 起こされてし まいま す。主人は「返事す るな。」と低 く娘

に 言 い ま す が 、 ど う や ら 鉱 夫 ら し い 男 は 娘 が 開 け た 扉 か ら 入 っ て き て 、 そ の

後着物の動く 音など がします。富沢たちは 、〈気 兼ねや恥で 緊張 した老人が悲

しくこくりと 息を呑 む音〉を聞き ます。  

 



二度に渡り 、〈息をこ くりとのむ〉のは、宿主の老人な のでし ょう。この宿は

いわゆる曖昧 宿で、そ れを〈まだま るでの子 供〉である富 沢たちは 知らずに訪

れ ま す 。 役 人 風 と 語 ら れ る 立 派 な 老 夫 が 気 兼 ね す る の は 、 郡 の 仕 事 に 従 事 し

て 、 疲 れ 切 っ た 富 沢 た ち に 人 並 み の 宿 を 提 供 で き な か っ た か ら で あ り 、 さ ら

に 恥 辱 と 感 じ る の は 娘 が 夜 半 に 男 を 招 き 入 れ る 卑 し い 生 活 を 露 呈 し た こ と 故

と思われます 。  

 

こうした事情 を斟酌 し、（ ああこんな に眠 らなくては明 日の仕 事がひどい ）と

言 い な が ら も 、 富 沢 は 老 人 を 気 の 毒 に 思 い ま す 。 無 理 に 頼 ん で 客 と な っ た 自

分 た ち の 存 在 が 、 老 人 を 斯 様 な 心 境 に 追 い 込 ん で い る か ら で あ り 、 静 寂 の な

か 、 両 者 は じ っ と 息 を こ ら し て 相 手 を 気 遣 い ま す 。 老 人 の 息 を こ く り と 呑 む

音 が 悲 し く 伝 わ る と と も に 、 山 深 い 鉱 山 周 辺 に 住 む 者 の 厳 し い 暮 ら し を 感 じ

ずにはいられ ない作 品と言えます 。 (ペ吉 ) 

 

（参考：伊藤 眞一郎 「宮沢賢治の 小説的 作品について 」 1975 年）  

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢賢治コ レ クション２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３７  

***************************************************************** 

 

自 分 の 中 に は 、 十 四 歳 で あ る た め に 育 ま れ て き た も の な ど 、 な に ひ と つ み つ

か ら な い 。 た だ 経 験 を 繰 り 返 し 、 あ ら ゆ る も の と の 距 離 を う ま く 測 れ る た め

の 訓 練 を 繰 り 返 し て い る だ け だ 。 自 分 は む し ろ 以 前 も っ て い た も の を 失 い つ

づ け て い る の で は な い か … … 。 あ の 頃 、 ア メ リ カ で 暮 ら し て い た と き に も っ

て い た も の を 、 い ま で は な に ひ と つ も て ず に い る 。 弟 も 父 も 、 思 い 出 せ な い

が、その他の いろんな ものも……尚 子は、あ の頃の自分の もって いた、つるり

とした茹で卵 のよう な体がなつか しくて たまらなかっ た。  

 

（『額の中 の街』岩 瀬 成子 /作  理論社  1984 年 3 月  p.36）  

 

尚 子 は 日 本 の ア メ リ カ 軍 の 基 地 の あ る 街 で 、 ア メ リ カ 兵 相 手 の ス ナ ッ ク で 働

い て い る 母 と 二 人 暮 ら し 。 子 ど も の と き は 両 親 と 弟 と ア メ リ カ に 住 ん で い ま

したが、両親 の離婚 をきっかけに 9 年ぐらい前に日本 に帰国 して、今は公 立

中学校に通っ ていま す。  

 

こ の 作 品 は 、 尚 子 を 視 点 人 物 に 、 母 が 家 に 住 ま わ せ る ア メ リ カ 兵 の ボ ー イ フ

レンドとの暮 らしや、学校へ行き、町の中を 歩く様子が描 かれ、ア メリカでの

生 活 や 帰 国 し て か ら の 日 々 が 回 想 さ れ ま す 。 ま た 、 弟 か ら の 手 紙 が 随 所 に 挟

まれることに よって 、弟と自分の 境遇を 比べます。  

 

引 用 の 部 分 は 、 尚 子 と 友 だ ち に な ろ う と す る 同 級 生 と の か か わ り が 描 か れ た

あと、弟の手 紙を読み 、弟の写真を 見て、弟 の手紙と写真 に母が 拒否反応を示

し た こ と が 書 か れ 、 そ の 手 紙 と 母 の 言 葉 を き っ か け に 、 ア メ リ カ に い た と き

に 弟 を い じ め た こ と と 両 親 の 激 し い け ん か が あ っ た こ と を 思 い 出 す 場 面 の 次

に出てきます 。尚子は 、自分の顔を 手鏡で見 た後、電気を 消して目 を閉じて自



分 自 身 に つ い て 思 い を 巡 ら せ ま す 。 尚 子 の 思 い が 過 去 と 現 在 を 行 き 来 す る 様

子や、尚子の年を重 ね ると失うもの がある という思いや 、「茹で 卵のような体 」

という比喩表 現が、 現在の岩瀬作 品につ ながっている と思い ました。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

兵庫県立美術 館で８ 月 28 日（日）まで開 催されている「みみ をすますよう に  

酒井駒子展」 に行っ てきました。 酒井駒 子は 1966 年に兵庫県 に生まれ、『リ

コちゃんのお うち』（ 偕成社  1998 年）でデビュー後、数多 くの 絵本を創作し

た り 挿 絵 を 描 い た り し 、 日 本 絵 本 賞 や 講 談 社 出 版 文 化 賞 絵 本 賞 、 ブ ラ チ ス ラ

バ世界絵本原 画展金 牌賞、ピチュ ー賞（フ ランス）など の受賞歴 があります。  

 

今回の展示は、映像作 品を含めると 245 点が出展されて おり、１ ．ある日（『 金

曜日の砂糖ち ゃん』 偕成社  2003 年）、２ ．ひみつ（『はんな ち ゃんがめをさ

ましたら』偕 成社  2012 年、『ビロー ドの うさぎ』ブロ ンズ新 社  2007 年な

ど）、３． こみち（『 森のノート』 筑摩書 房  2017 年）、４ ．は らっぱ（『 くま

とやまねこ』 湯本香 樹実 /文  河出書房 新 社  2008 年、『き つね のかみさま』

あまんきみこ /作  ポ プラ社  2003 年など）、５．こ ども（『こう ちゃん』河 出

書房新社  2004 年、『ゆきがやんだ ら』学 研プラス  2005 年など）、６．くら

やみ（『よる くま』偕 成社  1999 年など）に分けられて 原画が 展示されてい ま

した。  

 

原 画 を 見 る と 、 油 彩 の 筆 の あ と が た ど れ 、 ゆ っ く り と 左 か ら 右 へ と か す れ を

見せながらぬ られて いる様がわか ります 。「みみをす ますよう に」という 展覧

会 の タ イ ト ル を 思 い 出 し ま し た 。 絵 に 共 通 す る の は 、 全 体 に 黒 や 灰 色 や 濃 い

青 が 多 く 使 わ れ 、 描 か れ て い る 子 ど も が 溌 剌 と し て 元 気 と い う よ り も 、 目 を

伏せていたり 、微笑ん でいたりして 、見る者 に、憂いや孤 独や不安 や空想の世

界 に 生 き て い る と い う イ メ ー ジ を 抱 か せ る と い う こ と で す 。 時 に は エ ロ テ ィ

シ ズ ム を 感 じ さ せ る も の も あ り ま す 。 ど の 作 品 も 絵 の 外 の 広 い 世 界 が 想 像 で

き、時間が流 れてい る瞬間をとら えてい てその前後が 想像で きます。  

 

なぜか、見て いるうち に、いわさき ちひろや 林明子を思い 出しま した。子ども

の 幼 さ を 愛 お し い と 思 っ て い る 大 人 の 目 線 が 感 じ ら れ る か ら で し ょ う か 。 多

く の 女 性 に 人 気 の 理 由 は こ ん な と こ ろ に も あ る の か も し れ な い と 思 い な が ら 、

帰途につきま した。（ Ｙ）  

 

兵庫県立美術 館  https://www.artm.pref.hyogo.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「大阪国際 児童文 学館を語る会 ・考え る会 2022」  

〈第１部〉は じめに 「財団の今  これか らそして子ど もの本 は」  

  講師：宮 川健郎 （当財団理事 長、武 蔵野大学名誉 教授）  

〈第２部〉記 念講演 会「米軍基地 のある 町で」  

  講師：岩 瀬成子 （児童文学作 家）  



〈第３部〉語 り合う （てい談）「子ども の 本に見る家族 の形は いろいろ」  

  岩瀬成子 、宮川 健郎、進行： 土居安 子（当財団理 事・総 括専門員）  

日  時：７月 30 日（土）  13： 20～ 16： 30 

場  所：ドーンセン タ ー〔大阪市〕  参加 費：有料  ※ 要申し 込み  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『ひろ しまの満月』を

プレゼントし ます。ご 希望の方は、メー ルで 件名「メルマガ  NO.143 プレゼン

ト希望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレ

ス、よろしけ れば  (5)このメルマガのご 感 想をお書きの うえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は８月 11 日（木 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

夏祭りのシー ズンで す。私の地元 では、 三年ぶりの開 催が決 定し、早くか ら

だんじりの飾 りつけ が始まりまし た。第 ７波を気にし つつ、 ウイルスを追 い

払ってくれた らいい なと思いなが ら、鐘 と太鼓の音に 耳をす ましています 。

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


